


















































































































































































































































































加7巽爪優 :オース トラリアの自由貿易協定への取 り組みと国際市場への影響
図 1豪米間貿易の相対的重要性 1999年 (資料 :文献 [3]および [5])
表1豪米自由貿易協定の関連指標 2000年 (資料 :文献 [3]および [5])
単位 オース トラリア アメリカ 豪米自由貿易地域
人口 百万人 19 276 295
GDP 10億米 ドル 382 9,963 10,345
-人当たりGDP 米 ドル 19,900 36,100 Na
図2豪米問の二国間貿易および城外貿易 1999年 (資料 :文献 [3]および [5])
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図3オース トラリアの対米貿易 1999年 (資料 :文献 [3]および [5])
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図4アメリカにおける関税率の分布 1999年 (資料 :文献 [3]および [5])
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実質為替レ-ト (対日本円) 実質利子率 (基準時点)
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図7アメリカに対する波及効果 (資料 :文献 [3]および [5])
図8豪米自由貿易協定の完全実施からの利益 1999年 (資料 :文献 [3]および [5])
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図10世界輸出額における波及効果 (資料 :文献 [3]および [5])
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図12実質消費額の純現在価値 (資料 :文献 [3]および [5])
表2豪米自由貿易協定の集計的波及効果 (資料 :文献 [3]および [5])
完全 自由化 部分的 自由化 制限的 自由化
豪州 USA 豪州 USA 豪州 usA



































価格 対米輸出 総輸出量 総輸入量 国内価格 国内産出量


















清涼飲料 ･タバコ -1.47 9.24
繊維 ･衣料 ･履物 -7.92 75.48

















貿易 ･輸送 -0.22 0.59
金融･実業･リクレー ション 0ー.96 3.56
-0.01 -1.10 -0.09 0.03
-0.26 0.37 -0.01 0.06
Na Na 22.58 7.66
-0.63 0.98 0.25 0.18
Na Na 1.94 1.00
-0.37 0.40 0.05 0.09
-0.05 0.15 0.00 0.03
1.69 0.35 0.02 0.58
0.60 0.64 -0.07 0.13
6.21 4.86 0.99 1.01
14.84 57.54 12.58 7.82
1.94 3.41 -0.09 0.14
10.40 2.20 -0.14 1.37
1.14 1.35 -0.26 -0.07
2.55 0.99 -0.19 0.41
1.04 1.11 -0.13 0.20
1.96 0.39 -0.17 0.31
3.77 1.85 -0.56 -0.79
1.90 0.45 -0.22 0.19
1.15 0.04 -0.12 0.43
1.98 0.80 -0,27 -0.17
0.37 -0.03 -0.13 0.14
0.58 -0.12 -0.22 0.24
4.27 -1.50 -0.96 0.35
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価格 対豪輸出 総輸出量 総輸入量 国内価格 国内産出量
% % % % % %
穀物 -0.12 1.87 0.07
その他作物 -0.43 3.47 -0.01
砂糖黍､砂糖大根 -1.10 Na Na
畜産物 -0.07 1.04 0.ll
生乳 0.00 Na Na
林業 ･漁業 -0.04 0.40 -0.ll








肉製品 -0.12 0.63 0.00 0.86 -0.06 -0.02
その他食料 -2.21 9.21 0.11 0.04 -0.05 0.01

































その他輸送設備 -1.30 4.52 -0.06 0.11 -0,02 -0.01
電気設備 -0.23 0.80 -0.12 0.07 -0.03 -0.03
その他製造業品 -2.93 13.30 0.07 0.09 -0.02 0.00
公益事業 ･サービス 0ー.01 10.15 10.22 0.10 -0.01 0.00
貿易 ･輸送 -0.09 -0.02 0.12 -0.01 -0.09 0.05
金融･実業･リクレー ション 0ー.04 -1.54 -0.11 0.06 -0.04 0.00
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表5第三国への総波及効果 1999年 (資料 :文献 [3]および [5])


















表6貿易創出効果 と貿易転換効果---･輸出額 1999年 (資料 :文献 [3]および [5])
From/To 豪 州 uS A




















表7アメリカの対豪輸出と貿易転換効果 1999年 (資料 :文献 [3]および [5])
(輸出国別)対豪輸出 (百万米 ドル)











表8豪州の対米輸出と貿易転換効果 1999年 (資料 :文献 [3]および [5])
(輸出国別)対栄翰出 (百万米 ドル)



































































































































































































































































への輸出額も1億 1700万 ドル､中国への輸出は2400万 ドル､韓国への輸出が2200万 ドル､
その他アジアへの輸出は2100万 ドル､各々増加する｡その-方で､南米への輸出額が1億









5400万 ドルのうちの輸出品構成は､繊維 ･衣類 ･履物の対豪輸出が2億 4900万 ドル､自動






同じく日本から2600万 ドル､中国からは1900万 ドル､その他地域からは8200万 ドル減少し
て､それに代わって､アメリカからの対豪輸出が2億9500万 ドル増加することになる｡
また､衰8は､オース トラリアからアメリカへの輸出とその他輸出国からの対米輸出との
間の貿易転換効果についてより詳細に示 したものであるO オース トラリアの対米輸出総額 11
億 8200万 ドルのうちの輸出品構成は､酪農品2億 6300万 ドル､砂糖4億 4100万 ドル､繊
維 ･衣類 ･履物 1億5400万 ドル､その他部門の輸出品3億2300万 ドルである｡輸出品合計
で見ると､このオーストラリアからの対米輸出総額の増加は､同時に､日本からの対米輸出
の増加 1億 1700万 ドル､その他地域からの対米輸出の増加600万 ドル､南米からの対米輸出

















価格 .費用∩a 自国の供給曲線f k
e/ g J 美兄′班員1の ロ
bCP0 Sag＼ 近隣同盟国の供給価格m＼ 三も低い国内の需要曲線
/
d h






























































































































[5]加賀爪 優 ｢農水産貿易と日豪関係｣､山揮逸平 ･渡辺昭夫編 ｢世界環境変化と日
豪関係｣日本経済研究センター､1987年｡
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